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 本研究は、ヒトの発話における流暢性と非流暢
性の要因およびそれらの関係性を明らかにする
ことを目的とし、発話の流暢性の所在を脳内で行
われる発話生成機構に求め、健常者について発
話の流暢性を探索していく。 
 発話機構の研究の分野において、様々な処理
上の負荷が音読潜時にあらわれることが報告さ
れている。Sternberg et al.(1978)は、遅延命名課
題(Delayed Naming Task)と呼ばれる手続きを使
って、英語の単語を発語刺激として用いた実験
を行った。実験の結果、発話する単語数の増加
により音読潜時が線形的に増加した。これは、発
話生成機構における様々な処理上の負荷が音
読潜時にあらわれることを示したものである。遅
延命名課題では、被験者に刺激語を暗記させた
のちに発語開始の合図を別に提示するため、通
常の命名課題と違って、刺激語の認知過程を取
り除いて純粋に発話過程の処理の結果を検出
することができる。 
 また近年では、吃音者に対しても遅延命名課
題(Delayed Naming Task)による実験が行われて
いる。W, S.Maske-Cash and R, F.Curlee (1995) 
では、1 音節，4 音節有意味，4 音節無意味，の 3
種類の刺激を使って，健常者と吃音者の子供に
対して実験を行った。実験の結果、すべての被
験者に対して、音節の増加（4 音節）による効果
があり，刺激語の効果は被験者の発話の流暢性
（吃音の重症度）によって、違いがあることがわか
った。この結果から、健常者においても吃音者に
おいても、発話の非流暢性に関する要因は共通
であり、連続性を有していると推定することができ
る。 
 これらのことから、発話の流暢性の所在は脳内
で行われる発話生成機構に求めていくことが妥
当であると考え、本研究では様々な発話課題の
発話生成機構に対する効果の検討を行うこととし

た。また遅延命名課題を使用し、発話の流暢性
に関する要因を解明していくとともに、それらの
流暢性に関する要因の関係性も検討していく。 
 

方法 
＜被験者＞ 
 正常な言語能力を有する大学生 8 名 
＜実験装置＞ 
 文字刺激の提示には，岩通アイセル社製AV タ
キストスコープおよび付属ディスプレイを使用し
た。また SONY 社製 Digital Audio Tape Deck を
もちいて、信号音及び被験者の発語反応を記録
した。 
＜音読潜時の測定＞ 
 被験者に提示されるターゲット刺激の出現に同
期させるかたちで、80ms の信号音をDAT に録音
し、信号音及び被験者の発語反応をもとに，音
声解析ソフトを用い音読潜時を測定した。 
＜実験手続き＞  

被験者に求められた課題は，遅延命名課題で
あった。Display の中央に刺激語が提示され，被
験者に「あとで見なくても言えるように」これを暗
記させた。被験者が暗記したところでボタンを押
すと，数秒後に，ターゲット刺激（○は発話.×は
非発話）が 100msec 提示された。被験者はター
ゲット刺激が出現すると暗記した刺激語を「でき
るだけ速く正確に大きな声で発話する」よう教示
された。 
＜刺激＞ 

C1V1C2V2 で構成される２モーラの刺激語を
作成した。子音は、破裂の歯茎音、軟口蓋音、
摩擦の歯茎音を用い、それぞれ有声音、無声音
を使用した。母音は日本語母音の/a/を使用した。
これら6 種類のCV を要因配置するかたちで刺激
語を作成した。この 2 モーラの刺激語を単純に3
倍させて、6 モーラの刺激語（C1V1C2V2）×3 を

（要旨）C1V1C2V2 から成る 2 モーラの刺激語と(C1V1C2V2)×3から成る 6モーラ
の刺激語を使って遅延命名課題で発話実験を行い、音読潜時を測定した。実験の
結果、C1 と C2 の種類によって音読潜時に違いがあること、また C1 と C2 の連続
の種類によって音読潜時に違いがあることがわかった。これらの結果から、発話
機構において同じ過程で処理される要因同士は発話の流暢性において相互に影響
を及ぼすであろうことが推測される。 
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作成した。 
結果 

C1V1 および C2V2 の子音部分の調音の種類
を要因計画に従って分類して得られた音読潜時
のデータに対するグラフをFigure.1 および 2 に示
す。分析の結果モーラ数による主効果は認めら
れなかったが、傾向としては、モーラ数に従って
音読潜時が長くなった。C1 の調音の種類による
主効果が F(5.35)=25.233 で 1％で有意であった。
ま た C2 の 調 音 の 種 類 に よ る 主 効 果
が F(5.35)=4.589 で 1％で有意であった。さら
に C1 の調音の種類とC2 の調音の種類とのあい
だの交互作用が F(25.175)=6.673 で 1％で有意
であった。 

ここで音節の連続の種類（変化しない，調音位
置が変化，調音様式が変化，両方とも変化）によ
る効果を検 討するため分析を行った。分析の結
果、調音位置のみの変化をみた場合、C2 の調
音の位置の変化による主効果が F(1.7)=64.093
で 1％で有意であった。また、調音様式のみの変
化をみた場合、C2 の調音の様式の変化による主
効果が F(1.7)=18.97 で 1％で有意であった。 
 

考察 
 文章を課題とした沢田（1999）で見られたモー
ラ数の増大の効果は全体の分析で有意差は見
られなかったものの、傾向は確認された。また、
初頭音節による効果、第 2 音節の効果が確認さ
れた。さらに、音節の連続の種類による効果はそ
の種類によって音読潜時への影響に違いがある
ことがわかった。 
 これらの結果を発話の流暢性の問題として捉え
た場合、次のようなことがいえる。初頭音節の調
音の種類によって、発話の流暢性が変化する。
摩擦音の場合は流暢性が増大し、破裂音の場
合は非流暢性が増大する。これは、調音運動の
特性そのものに由来していると推定される。同時
に、第 2 音節の種類によって、発話の流暢性が
変化する。これは、初頭音節の効果とは異なって
いることから発話機構の調音運動よりも高次の過
程に由来していると推定できる。また、C1 とC２の
連続の種類によって発話の流暢性が変 化す
る。C1 と C2 で調音の種類が変化しないものを
基準とすると、調音位置だけ変化させるもの、調
音様式だけを変化させるものについては、流暢
性を増大させるが、調音位置と調音様式の両方
を変化させるものは、調音の種類が変化しないも
のと同程度の非流暢性を示すといえる。これらは、
発話機構の調音運動よりも高次の過程に由来し
ていると推定される。 

さらに、本研究の実験の結果から推定するに、
発話機構において同じ過程で処理される要因同
士は、流暢性もしくは非流暢性に相互に影響す
ることがあるようである。一方、発話機構において
異なった過程で処理される要因同士は、互いに
影響しあうことはあまりなく、加算的に働くと推定
される。 
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